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は
じ
め
に

　

養
老
四
年
（
七
二
〇
）
に
完
成
し
た
『
日
本
書
紀
』
は
、
成
り
立
ち
を

異
に
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
諸
氏

族
の
先
祖
の
事
績
を
語
る
氏
族
伝
承
の
多
く
は
、『
日
本
書
紀
』
の
編
纂

時
に
諸
氏
族
が
提
出
し
た
「
家
記
」
を
素
材
と
す
る
も
の
と
さ
れ
る（
１
）。
自

氏
の
「
家
記
」
に
よ
る
伝
承
が
『
日
本
書
紀
』
に
採
録
さ
れ
た
氏
族
は
、

そ
れ
を
根
拠
と
し
た
政
治
的
主
張
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
政
治
状
況
が
絶
え
ず
変
化
す
る
な
か
で
、
諸
氏
族
の
置
か

『
日
本
書
紀
』
成
立
後
の
野
見
宿
禰
伝
承

─
再
解
釈
さ
れ
る
『
日
本
書
紀
』
の
氏
族
伝
承
─

溝
口
優
樹

れ
た
立
場
も
一
定
で
は
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、『
日
本
書
紀
』
に
掲

載
さ
れ
た
氏
族
伝
承
が
自
氏
に
と
っ
て
不
都
合
と
な
る
場
合
も
あ
り
得
た

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
日
本
書
紀
』
の
権
威
は
大
き
か
っ
た（
２
）。

政
治
的

立
場
が
変
化
す
る
な
か
、
諸
氏
族
は
『
日
本
書
紀
』
の
氏
族
伝
承
と
い
か

に
向
き
合
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
氏
族
伝
承
が
『
日
本
書
紀
』
に
収
め
ら
れ

た
ま
ま
の
形
で
は
不
都
合
と
な
っ
た
場
合
、
そ
れ
を
都
合
よ
く
再
解
釈
す

る
方
法
も
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
問
題
関
心
か
ら
通
時
代
的
に
検
討
で
き
る
氏
族
伝
承
と
し

て
、
土
師
氏
が
「
祖
」
と
す
る
野
見
宿
禰
の
伝
承
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
『
日
本
書
紀
』
に
は
野
見
宿
禰
に
ま
つ
わ
る
二
つ
の
伝
承
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が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
八
世
紀
後
半
、
さ
ら
に
は
十
二
世
紀
に
至
っ
て

も
、
土
師
氏
や
そ
の
後
裔
氏
族
に
よ
っ
て
野
見
宿
禰
伝
承
は
た
び
た
び
と

り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
本
稿
で
は
、『
日
本
書
紀
』
成
立
後
に
お

け
る
野
見
宿
禰
伝
承
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
的
立
場
が
変
化
す
る

な
か
、
土
師
氏
や
そ
の
後
裔
氏
族
が
そ
れ
と
い
か
に
向
き
合
っ
た
の
か
検

討
し
て
み
た
い
。

一
、『
日
本
書
紀
』
の
野
見
宿
禰
伝
承

　
『
日
本
書
紀
』
成
立
後
の
野
見
宿
禰
伝
承
を
追
う
前
に
、
ま
ず
は
も
と

の
伝
承
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
確
認
し
て
お
き
た
い（
３
）。『
日
本

書
紀
』
に
は
、
野
見
宿
禰
を
主
役
と
す
る
伝
承
的
記
事
が
二
つ
収
め
ら
れ

て
い
る
。
第
一
は
、
当
麻
蹶
速
と
の
相
撲
に
ま
つ
わ
る
伝
承
（
以
下
、「
相

撲
の
伝
承
」）
で
あ
る
。

【
史
料
１
】『
日
本
書
紀
』
垂
仁
七
年
七
月
乙
亥
（
七
日
）
条（
４
）

左
右
奏
言
、
当
麻
邑
有
二

勇
悍
士
一

。
曰
二

当
麻
蹶
速
一

。
其
為
レ

人
也
、

強
力
以
能
毀
レ

角
申
レ

鈎
。
恒
語
二

衆
中
一

曰
、
於
二

四
方
一

求
之
、
豈

有
下

比
二

我
力
一

者
上

乎
。
何
遇
二

強
力
者
一

、
而
不
レ

期
二

死
生
一

、
頓
得
二

争
力
一

焉
。
天
皇
聞
之
、
詔
二

群
卿
一

曰
、
朕
聞
、
当
麻
蹶
速
者
、
天

下
之
力
士
也
。
若
有
二

比
レ

此
人
一

耶
。
一
臣
進
言
、
臣
聞
、
出
雲
国

有
二

勇
士
一

。
曰
二

野
見
宿
禰
一

。
試
召
二

是
人
一

、
欲
レ

当
二

于
蹶
速
一

。

即
日
、
遣
二

倭
直
祖
長
尾
市
一

、
喚
二

野
見
宿
禰
一

。
於
レ

是
、
野
見
宿

禰
自
二

出
雲
一

至
。
則
当
麻
蹶
速
与
二

野
見
宿
禰
一

令
二

捔
力
一

。
二
人
相

対
立
。
各
挙
レ

足
相
蹶
。
則
蹶
二

折
当
麻
蹶
速
之
脇
骨
一

。
亦
蹈
二

折
其

腰
一

而
殺
之
。
故
奪
二

当
麻
蹶
速
之
地
一

、
悉
賜
二

野
見
宿
禰
一

。
是
以

其
邑
有
二

腰
折
田
一

之
縁
也
。
野
見
宿
禰
乃
留
仕
焉
。

　

そ
の
概
略
は
、「
当
麻
邑
に
い
る
当
麻
蹶
速
が
強
力
を
自
慢
し
て
い
る

こ
と
を
聞
い
た
垂
仁
天
皇
が
、出
雲
国
か
ら
野
見
宿
禰
を
召
し
て
捔
力（
相

撲
）
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
野
見
宿
禰
は
当
麻
蹶
速
の
腰
を
踏
み
折
っ
て
殺
し

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
当
麻
蹶
速
の
地
を
奪
っ
て
野
見
宿
禰
に
賜
与
し
た
。

こ
れ
が
、
当
麻
邑
に
腰
折
田
が
あ
る
由
来
で
あ
る
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ

る
。

　

第
二
は
、
日
葉
酢
媛
命
の
喪
葬
に
際
し
て
埴
輪
を
考
案
し
た
と
す
る
伝

承
（
以
下
、「
埴
輪
の
伝
承
」）
で
あ
る
。

【
史
料
２
】『
日
本
書
紀
』
垂
仁
三
十
二
年
七
月
己
卯
（
六
日
）
条

皇
后
日
葉
酢
媛
命〈
一
云
、日
葉
酢
根
命
也
。〉薨
。臨
レ

葬
有
レ

日
焉
。

天
皇
詔
二

群
卿
一

曰
、
従
レ

死
之
道
、
前
知
二

不
可
一

。
今
此
行
之
葬
、

奈
之
為
何
。於
レ

是
、野
見
宿
禰
進
曰
、夫
君
王
陵
墓
、埋
二

立
生
人
一

、

是
不
レ

良
也
。
豈
得
レ

伝
二

後
葉
一

乎
。
願
今
将
議
二

便
事
一

而
奏
之
。
則

遣
二

使
者
一

、
喚
二

上
出
雲
国
之
土
部
壹
佰
人
一

、
自
領
二

土
部
等
一

、
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取
レ

埴
以
造
二

作
人
・
馬
及
種
々
物
形
一

、
献
二

于
天
皇
一

曰
、
自
レ

今
以

後
、
以
二

是
土
物
一

、
更
二

易
生
人
一

、
樹
二

於
陵
墓
一

、
為
二

後
葉
之
法

則
一

。
天
皇
、
於
レ

是
、
大
喜
之
、
詔
二

野
見
宿
禰
一

曰
、
汝
之
便
議
、

寔
洽
二

朕
心
一

。
則
其
土
物
、
始
立
二

于
日
葉
酢
媛
命
之
墓
一

。
仍
号
二

是
土
物
一

謂
二

埴
輪
一

。
亦
名
立
物
也
。
仍
下
レ

令
曰
、
自
レ

今
以
後
、

陵
墓
必
樹
二

是
土
物
一

、無
二

傷
人
一

焉
。天
皇
厚
賞
二

野
見
宿
禰
之
功
一

、

亦
賜
二

鍛
地
一

。
即
任
二

土
部
職
一

。
因
改
二

本
姓
一

謂
二

土
部
臣
一

。
是
土

部
連
等
、
主
二

天
皇
喪
葬
一

之
縁
也
。
所
謂
野
見
宿
禰
、
是
土
部
連
等

之
始
祖
也
。

　

そ
の
概
略
は
、「
垂
仁
の
皇
后
で
あ
る
日
葉
酢
媛
命
が
薨
じ
た
際
、
野

見
宿
禰
は
殉
死
を
後
世
に
伝
え
る
べ
き
で
な
い
こ
と
を
垂
仁
に
進
言
し
、

出
雲
国
か
ら
喚
し
上
げ
た
土
部
百
人
を
率
い
て
埴
輪
を
作
り
、
天
皇
に
献

じ
て
陵
墓
に
た
て
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
垂
仁
は
そ
れ
を
採
用
し
て
殉
死

を
や
め
、
褒
賞
と
し
て
野
見
宿
禰
に
鍛
地
を
賜
与
す
る
と
と
も
に
、
土
部

職
に
つ
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
姓
を
改
め
て
土
部
臣
と
い
っ
た
。
こ
の
こ

と
が
、
土
部
連
ら
が
天
皇
の
喪
葬
を
つ
か
さ
ど
る
由
来
で
あ
る
。
野
見
宿

禰
は
土
部
連
ら
の
始
祖
で
あ
る
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
は

埴
輪
の
起
源
説
話
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
土
師
氏
の
奉

事
根
源
を
説
く
筋
立
て
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
『
日
本
書
紀
』
に
収
め
ら
れ
た
二
つ
の
野
見
宿
禰
伝
承
は
い
ず

れ
も
、何
ら
か
の「
縁
」を
説
く
も
の
で
あ
る
。ま
ず「
相
撲
の
伝
承
」は
、

「
そ
の
邑
（
当
麻
邑
）
に
腰
折
田
有
る
縁
」
を
説
く
こ
と
に
眼
目
が
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
あ
る
時
代
に
土
師
氏
が
当
麻
邑
に
「
腰
折
田
」
を
領
有
し
て

お
り
、
そ
の
正
当
性
を
主
張
す
る
伝
承
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
時
代

は
、「
腰
折
田
」
の
比
定
地
付
近
に
所
在
す
る
狐
井
城
山
古
墳
の
造
営
に

土
師
氏
が
関
与
し
た
と
す
る
説（

（
（

を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
古
墳
が
造
営
さ
れ

た
六
世
紀
前
半
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

一
方
で
「
埴
輪
の
伝
承
」
は
、「
土
部
連
ら
、
天
皇
の
喪
葬
を
つ
か
さ

ど
る
縁
」
を
説
く
こ
と
に
眼
目
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
時
代
に
土
師

氏
が
「
天
皇
の
喪
葬
」
を
つ
か
さ
ど
っ
て
お
り
、
そ
の
正
当
性
を
主
張
す

る
伝
承
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
代
は
、
百
舌
鳥
土
師
連
土
徳
が
孝
徳
大
王
の

殯
宮
の
こ
と
を
つ
か
さ
ど
っ
た
七
世
紀
半
ば
頃（

（
（

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
相
撲
の
伝
承
」
と
「
埴
輪
の
伝
承
」
に
は
、
六
～

七
世
紀
に
お
け
る
土
師
氏
の
政
治
的
主
張
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。た
だ
し
、

『
日
本
書
紀
』
編
纂
段
階
に
お
い
て
土
師
氏
が
こ
う
し
た
伝
承
を
含
ん
だ

「
家
記
」
を
提
出
し
た
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
伝
承
は
『
日
本

書
紀
』
編
纂
段
階
に
お
け
る
土
師
氏
の
政
治
的
主
張
も
込
め
ら
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
埴
輪
の
伝
承
」
は
、
七
世
紀
後
半
以
降
に

土
師
氏
が
「
天
皇
の
喪
葬
」
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
な

く
、
大
宝
令
制
下
で
は
「
天
皇
の
喪
葬
」
に
お
い
て
担
う
役
割
が
規
定
さ
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れ
る
こ
と
が
な
い
な
か
、「
天
皇
の
喪
葬
」
を
担
う
氏
と
し
て
の
地
位
を

主
張
す
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
「
相
撲
の
伝
承
」
も
、
七
世

紀
末
か
ら
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
「
天
皇
の
喪
葬
」
で
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
当
麻
真
人
氏
を
強
く
意
識
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か

ら（
（
（

、『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
段
階
に
お
い
て
は
、「
天
皇
の
喪
葬
」
に
お
け

る
土
師
氏
の
優
位
性
を
主
張
す
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

二
、八
世
紀
後
半
に
お
け
る
野
見
宿
禰
伝
承

（
１
）
改
姓
記
事
に
み
え
る
野
見
宿
禰
伝
承

　
『
日
本
書
紀
』
に
収
め
ら
れ
た
野
見
宿
禰
伝
承
に
は
、
六
～
七
世
紀
、

さ
ら
に
は
『
日
本
書
紀
』
編
纂
段
階
に
お
け
る
土
師
氏
の
政
治
的
主
張
が

込
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
『
日
本
書
紀
』
の
成
立
後
、
土
師
氏
を
と

り
ま
く
政
治
状
況
は
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
と
な
る
。
本
章
で
は
、
八
世

紀
後
半
に
お
け
る
野
見
宿
禰
伝
承
を
と
り
あ
げ
、『
日
本
書
紀
』
の
編
纂

段
階
と
は
全
く
異
な
っ
た
政
治
的
立
場
に
置
か
れ
た
土
師
氏
が
、
野
見
宿

禰
伝
承
と
い
か
に
向
き
合
っ
た
の
か
検
討
し
た
い
。

　
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
二
つ
の
野
見
宿
禰
伝
承
の
う
ち
、「
埴
輪
の
伝

承
」
は
後
世
も
た
び
た
び
引
用
さ
れ
た
。
八
世
紀
後
半
に
桓
武
天
皇
が
即

位
す
る
と
、
土
師
氏
は
菅
原
や
秋
篠
へ
次
々
と
改
姓
し
た
が
、
そ
の
改
姓

記
事
に
「
埴
輪
の
伝
承
」
が
み
え
る
。

【
史
料
３
】『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
（
七
八
一
）
六
月
壬
子
（
二
十
五

日
）
条（
８
）

遠
江
介
従
五
位
下
土
師
宿
禰
古
人
・
散
位
外
従
五
位
下
土
師
宿
禰
道

長
等
一
十
五
人
言
、
土
師
之
先
出
レ

自
二

天
穂
日
命
一

。
其
十
四
世
孫
、

名
曰
二

野
見
宿
禰
一

。
昔
者
、
纒
向
珠
城
宮
御
宇
垂
仁
天
皇
世
、
古
風

尚
存
、
葬
礼
無
レ

節
。
毎
レ

有
二

凶
事
一

、
例
多
殉
埋
。
于
時
皇
后
薨
、

梓
宮
在
レ

庭
。
帝
顧
二

問
群
臣
一

曰
、
後
宮
葬
礼
、
為
レ

之
奈
何
。
群
臣

対
曰
、
一
遵
二

倭
彦
王
子
故
事
一

。
時
臣
等
遠
祖
野
見
宿
禰
進
奏
曰
、

如
二

臣
愚
意
一

、
殉
埋
之
礼
殊
乖
二

仁
政
一

。
非
二

益
レ

国
利
レ

人
之
道
一

。

仍
率
二

土
部
三
百
余
人
一

、自
領
取
レ

埴
造
二

諸
物
象
一

進
之
。帝
覧
甚
悦
、

以
代
二

殉
人
一

。
号
曰
二

埴
輪
一

。
所
謂
立
物
是
也
。
此
即
往
帝
之
仁
徳
、

先
臣
之
遺
愛
、
垂
二

裕
後
昆
一

、
生
民
頼
矣
。
式
観
二

祖
業
一

、
吉
凶
相

半
、
若
其
諱
辰
掌
レ

凶
、
祭
日
預
レ

吉
。
如
レ

此
供
奉
、
允
合
二

通
途
一

。

今
則
不
レ

然
。
専
預
二

凶
儀
一

。
尋
二

念
祖
業
一

、
意
不
レ

在
レ

茲
。
望
請
、

因
二

居
地
名
一

、
改
二

土
師
一

以
為
二

菅
原
姓
一

。
勅
、
依
レ

請
許
レ

之
。

【
史
料
４
】『
続
日
本
紀
』
延
暦
元
年
（
七
八
二
）
五
月
癸
卯
（
二
十
一

日
）
条

少
内
記
正
八
位
上
土
師
宿
禰
安
人
等
言
、
臣
等
遠
祖
野
見
宿
禰
、
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造
二

作
物
象
一

、
以
代
二

殉
人
一

。
垂
二

裕
後
昆
一

、
生
民
頼
レ

之
。
而
其

後
子
孫
、
動
預
二

凶
儀
一

。
尋
二

念
祖
業
一

、
意
不
レ

在
レ

茲
。
是
以
、
土

師
宿
禰
古
人
等
、
前
年
、
因
二

居
地
名
一

、
改
二

姓
菅
原
一

。
当
時
、
安

人
任
在
二

遠
国
一

、不
レ

及
二

預
例
一

。望
請
、土
師
之
字
、改
為
二

秋
篠
一

。

詔
、
許
レ

之
。
於
レ

是
、
安
人
兄
弟
男
女
六
人
、
賜
二

姓
秋
篠
一

。

　

史
料
３
は
、
土
師
宿
禰
古
人
ら
十
五
人
が
菅
原
へ
の
改
姓
を
請
願
し
、

許
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
古
人
ら
は
、
垂
仁
天
皇
の
時
代
、
野
見

宿
禰
が
日
葉
酢
媛
の
喪
葬
に
あ
た
っ
て
埴
輪
を
つ
く
り
殉
人
に
代
え
た
と

い
う
功
績
を
あ
げ
た
う
え
で
、「
祖
業
」
を
み
る
と
吉
凶
相
半
ば
し
て
い

た
も
の
の
今
は
専
ら
凶
儀
に
預
か
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
不
本
意
で
あ
る
と

し
て
、「
居
地
名
」
に
よ
り
菅
原
へ
の
改
姓
を
求
め
て
い
る
。

　

史
料
４
は
、
土
師
宿
禰
安
人
ら
が
秋
篠
へ
の
改
姓
を
請
願
し
、
許
さ
れ

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
安
人
ら
は
、「
遠
祖
」
で
あ
る
野
見
宿
禰
が
埴

輪
を
つ
く
っ
て
殉
人
に
代
え
た
と
い
う
功
績
を
あ
げ
た
う
え
で
、
子
孫
が

凶
儀
に
あ
ず
か
る
現
状
と
、
そ
れ
が
不
本
意
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
つ
つ
、

古
人
ら
が
前
年
に
菅
原
に
改
姓
し
た
際
に
安
人
ら
は
改
姓
に
預
か
ら
な

か
っ
た
と
し
て
、
秋
篠
へ
の
改
姓
を
求
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
土
師
氏
の
改
姓
に
つ
い
て
直
木
孝
次
郎
は
、
葬
制
の
変
化
に

よ
っ
て
氏
姓
制
時
代
の
技
術
や
経
験
が
ほ
と
ん
ど
不
要
に
な
り
つ
つ
あ
る

な
か
、「
一
般
的
な
律
令
官
人
」
と
し
て
生
き
る
道
を
選
択
し
た
の
だ
と

指
摘
し
た（
９
）。

し
か
し
筆
者
は
、
こ
う
し
た
土
師
氏
の
改
姓
に
つ
い
て
、「
一

般
的
な
律
令
官
人
」
よ
り
も
む
し
ろ
、
儒
者
を
出
す
氏
族
に
転
身
し
よ
う

と
す
る
明
確
な
方
向
性
を
有
し
て
い
た
と
み
て
い
る（

（1
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

律
令
制
下
に
お
い
て
伝
統
的
に
携
わ
っ
て
き
た
喪
葬
の
職
務
か
ら
離
脱
し

よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
『
日
本
書

紀
』
に
お
け
る
「
埴
輪
の
伝
承
」
は
、
古
人
や
安
人
ら
の
意
図
す
る
と
こ

ろ
と
は
反
対
に
、
土
師
氏
が
喪
葬
を
つ
か
さ
ど
る
べ
き
こ
と
の
根
拠
と
な

り
か
ね
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
古
人
や
安
人
ら
は
敢
え
て
「
埴

輪
の
伝
承
」
を
持
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、

『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
伝
承
と
の
比
較
を
通
し
て
考
え
て
み
た
い
。

　

二
つ
の
改
姓
記
事
の
う
ち
、
ま
ず
は
内
容
が
豊
富
な
菅
原
へ
の
改
姓
記

事
（
史
料
３
）
か
ら
分
析
し
た
い
。
こ
の
記
事
は
、
菅
原
へ
の
改
姓
を
求

め
る
古
人
ら
の
奏
言
の
部
分
と
、
改
姓
が
許
さ
れ
た
と
い
う
結
果
の
部
分

か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
古
人
ら
に
よ
る
奏
言
の
部
分
を
み
る
と
、

ま
ず
土
師
氏
の
先
祖
に
つ
い
て
、
系
譜
の
起
点
と
な
る
天
穂
日
命
と
、
土

師
氏
に
固
有
の
先
祖
で
あ
る
野
見
宿
禰
の
世
系
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に

続
き
、
野
見
宿
禰
の
功
績
が
語
ら
れ
る
。
こ
の
「
昔
者
…
…
」
か
ら
「
…
…

所
謂
立
物
是
な
り
」
ま
で
の
部
分
が
、『
日
本
書
紀
』
の
記
事
を
下
敷
き

に
し
た
「
埴
輪
の
伝
承
」
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
後
に
と
り
あ
げ
る
延

暦
十
六
年
（
七
九
七
）
太
政
官
論
奏
（
後
掲
史
料
５
）
が
「
故
事
」
を
引
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用
し
て
い
る
よ
う
に
、本
来
は
伝
承
を
引
用
し
た
箇
所
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、「
此
れ
即
ち
…
…
」
以
下
の
部
分
が
、
野
見
宿
禰
の
功
績
に
対

す
る
評
価
や
土
師
氏
を
取
り
巻
く
現
状
、
改
姓
の
要
請
な
ど
、
古
人
ら
の

意
見
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
『
続
日
本
紀
』
の
編
纂
に
あ
た
り
、
古
人
の
奏

言
と
し
て
一
体
的
に
記
述
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
大
き
く
「
埴
輪
の
伝

承
」
を
引
用
す
る
部
分
と
、
そ
れ
を
受
け
た
意
見
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

さ
て
、
改
姓
記
事
に
み
え
る
「
埴
輪
の
伝
承
」
を
、『
日
本
書
紀
』
の

そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
と
、
日
葉
酢
媛
の
喪
葬
に
際
し
て
野
見
宿
禰
が
埴

輪
を
つ
く
っ
て
殉
死
に
替
え
た
と
い
う
物
語
の
根
幹
に
大
き
な
違
い
は
な

い
。
と
こ
ろ
が
詳
細
に
み
る
と
、
相
違
点
も
少
な
く
な
い
。
特
に
重
要
な

の
は
、
改
姓
記
事
の
方
に
儒
教
的
な
色
彩
が
色
濃
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
殉
死
を
め
ぐ
る
野
見
宿
禰
の
発
言
で
あ
る
が
、『
日
本
書
紀
』

で
は
「
不
良
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
改
姓
記
事
で
は
「
仁
政
に
乖
け
り
」

と
な
っ
て
い
る
。
殉
死
を
否
定
す
る
こ
と
は
同
様
だ
が
、
改
姓
記
事
で
は

儒
教
的
な
観
点
か
ら
根
拠
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
改
姓
記
事
で
は
、

殉
死
が
よ
く
な
い
理
由
を
垂
仁
の
政
治
の
問
題
と
し
て
い
る
こ
と
も
注
目

さ
れ
る
。
後
に
と
り
あ
げ
る
延
暦
十
六
年
太
政
官
論
奏
で
は
「
献
策
」
と

い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
改
姓
記
事
に
お
い
て
も
、
垂
仁
が
仁
政

を
お
こ
な
う
よ
う
適
切
な
政
策
を
勧
め
た
こ
と
を
強
調
す
る
よ
う
な
形
に

改
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
も
、
君
主
に
対
す
る
臣
下
の
諫

言
を
認
め
る
儒
教
の
思
想
に
も
と
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
日
本
書

紀
』
に
お
け
る
「
埴
輪
の
伝
承
」
も
、
儒
教
的
な
思
想
に
も
と
づ
い
て
形

成
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が（

（1
（

、
改
姓
記
事
で
は
野
見
宿
禰
の
発

言
に
儒
教
的
な
色
彩
が
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
は
重
要
な
違

い
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
古
人
ら
が
引
用
し
た
「
埴
輪
の
伝
承
」
は
、

儒
教
的
な
思
想
に
も
と
づ
い
て
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
古
人
ら
は
、「
埴
輪
の
伝
承
」
を
引
用
し
た
あ
と
、
そ
れ
が
垂
仁

の
「
仁
徳
」
や
野
見
宿
禰
の
「
遺
愛
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に

も
、
儒
教
的
な
思
想
が
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
埴
輪
を
つ
く
っ
て
殉
死

に
替
え
た
と
い
う
野
見
宿
禰
の
行
為
そ
の
も
の
は
『
日
本
書
紀
』
の
伝
承

と
変
わ
ら
な
い
が
、
垂
仁
が
仁
政
を
お
こ
な
う
よ
う
進
言
し
た
こ
と
と
、

後
世
の
人
々
を
助
け
た
こ
と
を
強
調
す
る
形
で
、
古
人
ら
は
儒
教
的
な
観

点
か
ら
野
見
宿
禰
の
功
績
を
評
価
し
直
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
古
人
ら
が
引
用
し
た
「
埴
輪
の
伝
承
」
と
、
そ
れ
を
受

け
た
野
見
宿
禰
の
功
績
に
対
す
る
評
価
の
部
分
は
、
儒
教
的
な
思
想
で
貫

か
れ
て
い
る
。
儒
教
的
な
思
想
に
も
と
づ
く
「
埴
輪
の
伝
承
」
の
ア
レ
ン

ジ
は
、
主
と
し
て
古
人
自
身
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。
古
人
は
、
そ
の
第
四
子
で
あ
る
清
公
の
薨
伝
に
お
い
て
「
儒
行
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世
に
高
く
、
人
と
同
ぜ
ず
」
と
評
さ
れ
る
儒
者
で
あ
っ
た（

（1
（

。
そ
う
し
た
儒

教
の
知
識
を
生
か
し
、
古
人
は
「
埴
輪
の
伝
承
」
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
と
と

も
に
、
野
見
宿
禰
の
功
績
を
評
価
し
直
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
儒
教

の
思
想
に
も
と
づ
く
「
埴
輪
の
伝
承
」
の
再
解
釈
と
え
い
よ
う
。

　

重
要
な
の
は
、
古
人
ら
が
改
姓
を
請
願
す
る
に
あ
た
っ
て
、
儒
教
的
な

思
想
か
ら
「
埴
輪
の
伝
承
」
を
再
解
釈
し
た
こ
と
の
意
義
で
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、後
に
と
り
あ
げ
る
延
暦
十
六
年
太
政
官
符
と
あ
わ
せ
て
、

「
桓
武
天
皇
が
中
国
的
な
皇
帝
像
を
目
指
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
古
い
職

能
の
起
源
譚
を
儒
教
的
な
君
臣
関
係
の
物
語
に
書
き
換
え
た
も
の
」
と
の

指
摘
が
あ
る（

（1
（

。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
儒
教
的
な
思
想
に
も
と
づ
く

「
埴
輪
の
伝
承
」
の
再
解
釈
が
、
古
人
ら
の
目
的
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ

く
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
改
姓
を
認
め
て
も
ら

う
と
い
う
目
的
と
、
改
姓
す
る
こ
と
の
目
的
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
考

え
て
み
た
い
。 

　

ま
ず
、
野
見
宿
禰
の
功
績
を
持
ち
出
し
た
古
人
ら
の
当
面
の
目
的
は
、

改
姓
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
で
は
、
野
見
宿
禰
の
功
績
は
、

改
姓
の
認
許
と
い
か
に
結
び
つ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
改
姓
記
事
に
お

い
て
野
見
宿
禰
の
功
績
は
、
先
祖
の
志
が
現
在
で
は
継
承
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
現
状
と
の
相
違
を
説
明
す
る
た
め
の
根
拠
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
た
だ
し
、
野
見
宿
禰
の
功
績
が
持
ち
出
さ

れ
た
理
由
は
、
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
し
た

い
の
は
、『
日
本
書
紀
』
で
は
百
人
と
さ
れ
た
土
部
の
人
数
が
、
改
姓
記

事
で
は
三
百
余
人
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
改
姓
を
認
め
て

も
ら
う
う
え
で
、
野
見
宿
禰
の
功
績
を
可
能
な
限
り
利
用
し
よ
う
と
す
る

意
図
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
改
姓
記
事
に
み
え
る
古
人
ら
の
奏
言
か
ら
は
、
野
見
宿
禰
の

功
績
が
い
か
な
る
論
理
で
改
姓
の
認
許
と
結
び
つ
く
の
か
分
か
り
に
く

い
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
延
暦
十
六
年
太
政
官
論
奏
が
参
考
に
な
る
。
す

な
わ
ち
こ
の
太
政
官
論
奏
は
、
野
見
宿
禰
の
功
績
に
つ
い
て
、
後
世
に
遺

愛
を
垂
れ
た
と
の
評
価
を
述
べ
た
う
え
で
、『
春
秋
公
羊
伝
』
を
引
用
し
、

野
見
宿
禰
の
子
孫
が
恩
恵
を
受
け
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ

で
野
見
宿
禰
の
功
績
は
、
儒
教
的
な
観
点
か
ら
、
子
孫
に
及
ぶ
「
遺
愛
」

と
い
う
面
が
強
調
さ
れ
、
そ
こ
に
『
春
秋
公
羊
伝
』
の
論
理
が
介
在
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
子
孫
に
あ
た
る
土
師
氏
が
恩
恵
を
受
け
る
正
当
性
、
こ

の
場
合
は
凶
儀
に
預
か
る
こ
と
の
停
止
が
認
め
ら
れ
る
正
当
性
の
根
拠
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
古
人
ら
が
「
先
臣
の
遺

愛
」
を
持
ち
出
し
て
い
る
の
も
、
野
見
宿
禰
の
子
孫
、
つ
ま
り
古
人
ら
自

身
を
意
識
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。『
続
日
本
紀
』の
改
姓
記
事
に『
春

秋
公
羊
伝
』
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
（
省
略
さ
れ
た
可
能
性
も
あ

ろ
う
）、
古
人
ら
の
奏
言
も
延
暦
十
六
年
太
政
官
論
奏
と
同
様
、
野
見
宿
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禰
の
子
孫
が
恩
恵
を
受
け
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
の
論
理
が
背
景
に
あ
る

と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
埴
輪
の
伝
承
」
は
、
儒
教
思
想
に
も
と

づ
い
て
再
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
改
姓
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
正
当
性

の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
古
人
ら
は
、
改
姓
を
認

め
て
も
ら
う
う
え
で
野
見
宿
禰
の
功
績
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
、
儒
教
の

思
想
を
理
論
的
な
拠
り
所
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
古
人
ら
が
改
姓
を
願
い
出
た
目
的
で
あ
る
。
先

述
の
よ
う
に
、
古
人
は
著
名
な
儒
者
で
あ
り
、
桓
武
天
皇
の
侍
読
を
務
め

た
人
物
で
あ
っ
た（

（1
（

。
そ
し
て
菅
原
へ
の
改
姓
は
、
儒
者
と
し
て
の
地
位
を

子
孫
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。
垂
仁
に
対

し
て
仁
政
を
お
こ
な
う
よ
う
進
言
す
る
野
見
宿
禰
の
姿
に
は
、
桓
武
の
侍

読
を
務
め
た
古
人
自
身
、
そ
し
て
儒
者
と
し
て
王
権
を
支
え
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
た
古
人
の
子
孫
た
ち
の
あ
る
べ
き
姿
が
投
影
さ
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
の
野
見
宿
禰
伝
承
に
は
、「
天
皇
の
喪
葬
」
を
担
う
氏
族

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
い
土
師
氏
の
政
治
的
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
儒
教
的
な
思
想
か
ら
再
解
釈
さ
れ
た
「
埴
輪
の
伝

承
」
に
は
、
天
皇
を
仁
政
に
み
ち
び
く
儒
者
を
代
々
出
す
氏
族
と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
た
い
古
人
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

意
味
に
お
い
て
「
埴
輪
の
伝
承
」
は
、
再
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
菅

原
氏
の
奉
事
根
源
譚
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

次
に
、
秋
篠
へ
の
改
姓
記
事
（
史
料
４
）
を
と
り
あ
げ
た
い
。
こ
の
記

事
の
構
造
は
、
基
本
的
に
菅
原
へ
の
改
姓
記
事
（
史
料
３
）
と
同
様
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
記
事
全
体
は
、
安
人
の
奏
言
の
部
分
と
、
秋
篠
が
賜
姓
さ

れ
た
と
い
う
結
果
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
奏
言
の
部
分
の
う

ち
、野
見
宿
禰
が
物
の
象
を
つ
く
っ
て
殉
人
に
代
え
た
と
い
う
部
分
は「
埴

輪
の
伝
承
」
の
引
用
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
「
裕
を
後
昆
に
垂
れ
て

…
…
」
か
ら
「
…
…
土
師
の
字
、
改
め
て
秋
篠
と
せ
む
こ
と
を
」
ま
で
の

部
分
は
、
野
見
宿
禰
の
功
績
に
対
す
る
安
人
ら
の
評
価
と
主
張
で
あ
る
。

安
人
ら
が
改
姓
を
請
願
す
る
う
え
で
「
埴
輪
の
伝
承
」
を
持
ち
出
し
た
理

由
は
、
基
本
的
に
古
人
ら
の
場
合
と
同
様
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
改
姓
を
請
願
す
る
際
に
古
人
ら
と

安
人
ら
が
述
べ
た
文
言
の
関
係
で
あ
る
。
安
人
ら
が
引
用
し
た
「
埴
輪
の

伝
承
」
は
『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
形
で
は
非
常
に
短
い
が
、「
殉
人
」

や
「
物
象
」
の
語
か
ら
し
て
、『
日
本
書
紀
』
か
ら
直
接
引
用
し
た
も
の

で
は
な
く
、
古
人
ら
が
改
姓
を
請
願
す
る
際
に
引
用
し
た
も
の
と
同
様
、

儒
教
的
な
思
想
に
も
と
づ
い
て
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「
裕
を
後
昆
に
垂
れ
て
…
…
」
と
い
っ
た
野
見
宿
禰
の
功
績
に
対
す
る
評

価
の
部
分
や
、「
祖
業
を
尋
ね
念
ふ
に
、
意
茲
に
在
ら
ず
」
と
い
っ
た
現

状
を
不
本
意
と
す
る
文
言
ま
で
も
が
古
人
ら
の
文
言
と
共
通
し
て
い
る
。
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い
ず
れ
の
内
容
も
大
部
分
が
重
複
し
て
い
た
た
め
、『
続
日
本
紀
』
の
編

纂
段
階
で
省
略
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
ア
レ
ン
ジ
さ

れ
た
「
埴
輪
の
伝
承
」
だ
け
で
な
く
、
野
見
宿
禰
の
功
績
に
対
す
る
評
価

や
改
姓
を
求
め
る
文
言
ま
で
も
が
、
古
人
と
安
人
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

（
２
）
延
暦
十
六
年
太
政
官
論
奏
に
み
え
る
野
見
宿
禰
伝
承

　

古
人
や
安
人
ら
に
よ
る
改
姓
の
後
、
延
暦
九
年
（
七
九
〇
）
に
は
「
毛

受
腹
」
の
土
師
氏
に
大
枝
朝
臣
が
賜
姓
さ
れ
る
と
と
も
に
、
菅
原
・
秋
篠

氏
に
も
朝
臣
が
賜
姓
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
土
師
宿
禰
の
氏
人
た
ち
は
改
賜

姓
に
よ
っ
て
喪
葬
の
職
務
か
ら
離
脱
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
延
暦
十
六
年

に
な
る
と
、
改
姓
し
な
か
っ
た
土
師
宿
禰
の
氏
人
ら
が
凶
儀
に
預
か
る
こ

と
が
停
止
さ
れ
た
。
そ
の
際
の
太
政
官
符
に
も
、「
埴
輪
の
伝
承
」
が
み

え
る
。

【
史
料
５
】『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
七
、
延
暦
十
六
年
四
月
二
十
三
日
付

官
符（

（1
（太

政
官
符

　

応
レ

停
三

止
土
師
宿
禰
預
二

凶
儀
一

事
〈
兼
入
二

諸
使
部
一

〉

右
太
政
官
今
月
十
四
日
論
奏
称
、
臣
等
謹
検
二

故
事
一

、
上
古
淳
朴
、

葬
礼
無
レ

節
。
属
レ

有
二

山
陵
之
事
一

、
毎
以
殉
二

埋
生
人
一

。
鳥
吟
魚
爛
、

不
レ

忍
二

見
聞
一

。爰
及
二

纏
向
珠
城
朝
廷
垂
仁
天
皇
御
世
一

、皇
后
薨
逝
。

梓
宮
在
レ

庭
、天
皇
甚
傷
、顧
二

問
群
臣
一

、後
宮
葬
礼
、為
二

之
奈
何
一

。

于
レ

時
土
師
宿
禰
等
遠
祖
野
見
宿
禰
進
奏
曰
、
神
聖
之
徳
、
伏
済
二

民

命
一

。
殉
埋
之
礼
、
殊
乖
二

仁
政
一

。
因
即
喚
二

来
出
雲
国
土
師
部
三
百

余
人
一

、
自
領
取
レ

埴
、
造
二

諸
物
象
一

進
。
天
皇
甚
悦
、
以
代
二

殉
人
一

。

号
曰
二

埴
輪
一

。
所
レ

謂
立
物
是
也
。
自
レ

茲
厥
後
、
歴
代
相
沿
。
緬

尋
二

古
風
一

、
野
見
宿
禰
献
二

策
往
帝
一

、
弘
二

仁
政
於
昔
年
一

、
停
二

殉

陵
次
一

、
垂
二

遺
愛
於
後
世
一

。
伝
曰
、
善
レ

善
及
二

子
孫
一

、
悪
レ

悪
止
二

其
身
一

。
然
即
野
見
宿
禰
苗
裔
、
応
レ

霑
二

延
賞
之
沢
一

。
而
飜
掌
二

凶

儀
一

、
不
レ

預
二

吉
礼
一

。
夫
喪
葬
之
事
、
人
情
所
レ

悪
、
専
定
二

一
氏
一

、

為
二

其
職
掌
一

。
於
レ

事
論
レ

之
、
実
為
レ

不
レ

穏
。
臣
等
伏
望
、
永
従
二

停
止
一

、
縦
有
二

吉
凶
一

、
同
二

於
諸
氏
一

。
其
殯
宮
御
膳
誄
人
長
、
及

年
終
奉
幣
諸
陵
使
者
、
普
択
二

所
司
及
左
右
大
舎
人
雑
色
人
一

充
レ

之
。

伏
聴
二

天
裁
一

。
謹
以
申
聞
者
。
画
聞
既
訖
。
省
冝
下

承
知
、
年
終
幣

使
者
、
依
二

治
部
省
移
一

、
差
二

蔭
子
孫
散
位
位
子
等
一

充
上
レ

之
。
自
今

以
後
、
永
為
二

恒
例
一

。

　
　

延
暦
十
六
年
四
月
廿
三
日

　

官
符
が
引
く
太
政
官
論
奏
は
、「
故
事
」
を
引
用
し
て
野
見
宿
禰
の
功

績
を
掲
げ
た
後
、
土
師
宿
禰
一
氏
が
凶
儀
を
職
掌
と
す
る
現
状
の
問
題
を

述
べ
、
そ
れ
を
停
止
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
引
用
さ
れ
た
「
故
事
」

の
内
容
は
、『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
「
埴
輪
の
伝
承
」
を
下
敷
き
と
す
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る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
土
師
部
の
人
数
が
三
百
余
人
に
な
っ
て
い
る

こ
と
や
、「
殉
埋
之
礼
、
殊
に
仁
政
に
乖
け
り
」
の
文
言
が
共
通
す
る
こ

と
か
ら
、
直
接
参
照
さ
れ
た
の
は
、
古
人
ら
が
改
姓
を
請
願
す
る
際
に
引

用
し
た
も
の
と
同
様
、
儒
教
的
な
思
想
に
も
と
づ
い
て
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た

形
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、「
故
事
」
を
う
け
た
野
見
宿
禰
の
功
績
に
対
す
る
評
価
も
、「
献

策
」
に
よ
っ
て
仁
政
を
昔
年
に
弘
め
、
殉
陵
を
や
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
後

世
に
遺
愛
を
垂
れ
た
こ
と
を
功
績
と
し
て
あ
げ
て
お
り
、
儒
教
的
な
色
彩

が
強
い
。
さ
ら
に
、
土
師
宿
禰
氏
の
み
が
凶
儀
に
あ
ず
か
る
こ
と
を
停
止

す
べ
き
こ
と
を
述
べ
る
う
え
で
、「
伝
に
曰
は
く
」と
し
て『
春
秋
公
羊
伝
』

昭
公
二
十
年
の
伝
文
を
引
用
し
て
お
り
、
儒
教
的
な
立
場
が
貫
か
れ
て
い

る
。
表
現
は
や
や
異
な
る
も
の
の
、
野
見
宿
禰
が
後
世
の
人
々
に
「
遺
愛
」

を
垂
れ
た
と
す
る
内
容
が
共
通
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
引
用
さ
れ
た
「
故

事
」の
部
分
だ
け
で
な
く
、野
見
宿
禰
の
功
績
に
対
す
る
評
価
の
文
言
も
、

古
人
の
手
に
な
る
文
章
を
参
照
し
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

た
だ
し
、
古
人
は
延
暦
四
年
に
は
既
に
死
去
し
て
い
た（

（1
（

。
そ
こ
で
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
の
が
、安
人
の
存
在
で
あ
る
。先
述
の
よ
う
に
安
人
は
、

古
人
の
手
に
よ
っ
て
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
「
埴
輪
の
伝
承
」
を
共
有
し
て
お

り
、
し
か
も
漢
籍
に
精
通
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す

る
と
、「
故
事
」
の
準
備
や
、
野
見
宿
禰
の
功
績
に
対
す
る
評
価
お
よ
び

そ
れ
を
根
拠
と
し
た
主
張
を
述
べ
る
文
章
の
下
原
稿
の
作
成
に
は
、
安
人

が
関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

次
に
、
野
見
宿
禰
の
功
績
が
、
ど
う
い
っ
た
論
理
で
、
土
師
宿
禰
氏
の

み
が
凶
儀
に
預
か
る
こ
と
を
停
止
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
と
結
び
つ
く

の
か
考
え
て
み
た
い
。
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
要

請
が
土
師
宿
禰
氏
か
ら
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
形
式
と
し
て
は
太
政
官
に
よ
る
主
張
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は

当
事
者
で
あ
る
土
師
宿
禰
氏
の
側（
実
質
的
に
は
古
人
―
安
人
で
あ
ろ
う
）

で
用
意
さ
れ
た
論
理
だ
と
み
て
検
討
を
進
め
た
い
。

　

さ
て
、
延
暦
十
六
年
太
政
官
論
奏
は
、「
故
事
」
を
引
い
て
野
見
宿
禰

の
功
績
を
あ
げ
た
う
え
で
、
こ
う
し
た
「
献
策
」
に
よ
っ
て
往
帝
が
仁
政

を
昔
年
に
弘
め
、
殉
死
を
や
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
遺
愛
を
後
世
に
垂
れ
た

と
し
て
、
そ
の
意
義
を
強
調
す
る
。
菅
原
へ
の
改
姓
記
事
と
同
様
、
儒
教

的
な
思
想
に
も
と
づ
い
て
野
見
宿
禰
の
功
績
が
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る（
（1
（

。

　

太
政
官
論
奏
は
次
い
で
『
春
秋
公
羊
伝
』
を
引
用
し
、
野
見
宿
禰
の
子

孫
が
恩
恵
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
人
々
が
悪
む
と
こ
ろ

の
喪
葬
を
土
師
宿
禰
一
氏
の
み
が
職
掌
と
し
て
い
る
現
状
の
問
題
を
述

べ
、
そ
の
停
止
を
求
め
て
い
る
。
こ
こ
で
野
見
宿
禰
の
功
績
は
、『
春
秋

公
羊
伝
』
の
論
理
が
介
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
孫
が
恩
恵
を
蒙
る
べ
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き
こ
と
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
野
見
宿
禰
の
行
為
そ
の
も
の

は
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
も
の
と
変
わ
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
儒
教
的

な
観
点
か
ら
再
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
師
氏
が
「
天
皇
の
喪
葬
」

を
つ
か
さ
ど
る
正
当
性
の
根
拠
だ
っ
た
伝
承
を
、
凶
儀
に
預
か
る
こ
と
の

停
止
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
正
当
性
の
根
拠
に
転
化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
「
埴
輪
の
伝
承
」
を
取
り
上
げ
て
検
討

し
て
き
た
。『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
埴
輪
の
伝
承
」
は
、
土
師
氏
が
「
天

皇
の
喪
葬
」
を
つ
か
さ
ど
る
正
当
性
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
、
喪
葬
の
職
務
か
ら
離
脱
し
よ
う
と
す
る
八

世
紀
後
半
に
お
け
る
土
師
氏
の
意
図
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
し
か
し
、『
日

本
書
紀
』
に
掲
載
さ
れ
た
野
見
宿
禰
伝
承
は
国
家
的
に
認
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
を
改
変
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た

な
か
で
土
師
氏
は
、野
見
宿
禰
の
行
為
そ
の
も
の
は
改
変
で
き
な
く
と
も
、

そ
れ
を
儒
教
的
な
思
想
か
ら
再
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
菅
原
・
秋
篠
へ

の
改
姓
や
、
凶
儀
に
預
か
る
こ
と
の
停
止
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
正
当
性
の

根
拠
に
転
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

三
、十
二
世
紀
初
頭
に
お
け
る
野
見
宿
禰
伝
承

（
１
）『
菅
家
御
伝
記
』
に
み
え
る
野
見
宿
禰
伝
承

　

土
師
氏
の
後
裔
に
あ
た
る
菅
原
氏
や
大
江
氏
は
、
平
安
時
代
に
多
く
の

文
人
官
僚
を
輩
出
し
た
。
十
二
世
紀
初
頭
に
は
、
こ
う
し
た
土
師
氏
後
裔

氏
族
に
よ
っ
て
野
見
宿
禰
伝
承
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

　

ま
ず
は
、
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）、
菅
原
陳
経
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ

た
道
真
の
伝
記
で
あ
る
『
菅
家
御
伝
記
』
を
取
り
上
げ
た
い
。『
菅
家
御

伝
記
』
は
道
真
の
先
祖
に
つ
い
て
記
し
た
第
一
部
、
道
真
の
事
績
を
記
し

た
第
二
部
、
道
真
の
死
後
に
つ
い
て
記
し
た
第
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
第
一
部
の
内
容
は
菅
原
朝
臣
成
立
前
史
と
い
う
べ
き
も
の

で
あ
り（

（2
（

、
野
見
宿
禰
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

【
史
料
６
】『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部（

（2
（

甘
美
乾
飯
根
命
子
曰
二

野
見
宿
禰
一

。
纏
向
珠
城
宮
御
宇
〈
垂
仁
〉
天

皇
御
世
、
喚
二

野
見
宿
禰
一

、
与
二

当
麻
蹶
速
一

令
二

捔
力
一

。
二
人
相
対

立
、各
挙
レ

足
相
蹶
。則
野
見
宿
禰
蹈
二

殺
蹶
速
一

。故
奪
二

蹶
速
之
地
一

、

悉
賜
レ

之
。
仍
留
任
焉
。
於
レ

是
皇
后
日
葉
酢
媛
薨
。
是
時
古
風
尚
存
、

喪
葬
無
レ

節
。
天
皇
神
襟
有
二

悲
傷
一

。
詔
曰
、
止
レ

殉
奈
之
為
何
。
野

見
宿
禰
奏
曰
、
夫
君
王
陵
墓
、
埋
二

立
生
人
一

、
是
不
レ

良
也
。
豈
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得
レ

伝
二

〈
伝
字
脱
依
二

日
本
紀
一

補
レ

之
〉
後
葉
一

乎
。
願
喚
二

上
出
雲

土
部
人
等
一

、
取
レ

埴
以
造
二

作
人
形
一

、
以
二

是
土
物
一

、
更
易
二

生
人
一

、

樹
二

於
陵
墓
一

、
為
二

後
葉
之
法
則
一

。
天
皇
大
喜
之
曰
、
汝
便
儀
寔

洽
二

朕
心
一

。
則
其
土
物
、
始
立
二

于
日
葉
酢
媛
命
狭
城
墓
一

。〈
今
狭

城
盾
列
池
前
陵
是
也
。〉
是
以
土
物
謂
二

埴
輪
一

。
仍
下
レ

令
曰
、

自
レ

今
以
後
、
陵
墓
必
樹
二

是
土
物
一

、
無
レ

傷
レ

人
為
。
天
皇
厚
賞
二

野

見
宿
禰
之
功
一

、
亦
賜
二

鍛
地
一

。
即
任
二

土
部
職
一

。
因
改
二

本
氏
一

謂
二

土
部
臣
一

。
其
後
天
皇
崩
二

于
珠
城
宮
一

。
葬
二

菅
原
伏
見
山
陵
一

。〈
今

菅
原
御
立
野
中
陵
是
也
。〉
土
部
臣
野
見
宿
禰
主
二

喪
葬
之
事
一

。
皇

太
子
〈
景
行
天
皇
〉
詔
充
二

陵
戸
一

、
兼
守
レ

山
也
。
爾
来
土
部
氏
萬

葉
居
二

菅
原
伏
見
邑
一

。

　

右
は
、『
菅
家
御
伝
記
』に
み
え
る
野
見
宿
禰
に
ま
つ
わ
る
記
述
で
あ
る
。

第
一
部
は
道
真
の
先
祖
に
つ
い
て
、
天
穂
日
命
か
ら
菅
原
道
長
ま
で
計
九

名
を
記
す
が
、
そ
の
な
か
で
も
野
見
宿
禰
に
関
す
る
記
述
が
最
も
多
く
の

分
量
を
占
め
て
い
る
。

　

野
見
宿
禰
に
関
す
る
記
述
は
、
ま
ず
甘
美
乾
飯
根
命
の
子
に
あ
た
る
と

い
う
続
柄
を
示
し
た
後
、「
相
撲
の
伝
承
」
と
「
埴
輪
の
伝
承
」、
そ
し
て

垂
仁
の
喪
葬
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
続
く
。『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
の
末

尾
に
は
、
出
典
と
し
て
『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』「
氏
族
志
抄
」『
新

撰
姓
氏
録
』「
菅
原
本
系
帳
」
を
掲
げ
て
お
り
、
野
見
宿
禰
に
ま
つ
わ
る

記
述
も
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
を
典
拠
と
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
以
下
で

は
、『
菅
家
御
伝
記
』
に
み
え
る
野
見
宿
禰
伝
承
に
つ
い
て
、
典
拠
と
な
っ

た
書
物
と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
「
相
撲
の
伝
承
」
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
を
典
拠
と
し
た

記
述
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。原
典
と
比
較
す
る
と
、『
日
本
書
紀
』

の
字
句
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
し
つ
つ
、
大
幅
な
省
略
が
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。と
り
わ
け
、『
日
本
書
紀
』の
記
事
で
は
最
も
重
要
で
あ
っ

た「
腰
折
田
」に
関
す
る
記
述
を
欠
い
て
い
る
点
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　

続
く
「
埴
輪
の
伝
承
」
も
、
基
本
的
に
は
『
日
本
書
紀
』
を
典
拠
と
す

る
。
た
だ
し
、「
古
風
尚
存
り
て
、
喪
葬
に
節
無
し
」
の
部
分
は
、『
続
日

本
紀
』
の
文
言
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
や
は
り
「
埴
輪
の
伝
承
」
も
、

『
日
本
書
紀
』
の
文
言
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
つ
つ
、
省
略
が
施
さ
れ
て
い

る
。と
り
わ
け
、『
日
本
書
紀
』の
記
事
で
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
、

野
見
宿
禰
の
功
績
が
「
土
部
連
ら
、
天
皇
の
喪
葬
を
つ
か
さ
ど
る
縁
」
で

あ
る
と
い
う
説
明
の
部
分
を
欠
い
て
い
る
点
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　

問
題
が
多
い
の
は
、
日
葉
酢
媛
の
喪
葬
の
後
日
譚
と
し
て
記
さ
れ
る
、

垂
仁
の
喪
葬
に
ま
つ
わ
る
伝
承
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
野
見
宿
禰
が
垂
仁

の
喪
葬
を
つ
か
さ
ど
り
、
皇
太
子
（
景
行
）
の
詔
に
よ
っ
て
菅
原
伏
見
山

陵
（
垂
仁
陵
）
を
守
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
以
来
、
永
ら
く
菅
原
伏
見
邑

に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
は
、
出
典
と
し



『日本書紀』成立後の野見宿禰伝承─ 115 ─

て
掲
げ
ら
れ
る
書
物
の
う
ち
、
現
存
す
る
も
の
に
は
み
ら
れ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、「
氏
族
志
抄
」
ま
た
は
「
菅
原
本
系
帳
」
を
典
拠
と
す
る
も
の

と
み
ら
れ
る
。

　
「
氏
族
志
抄
」
は
、
天
平
宝
字
末
年
に
編
纂
が
企
図
さ
れ
た
も
の
の
頓

挫
し
た
と
い
う
氏
族
系
譜
集
成
「
氏
族
志
」
の
草
案（

（2
（

、「
菅
原
本
系
帳
」

は
菅
原
氏
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
伝
え
ら
れ
た
系
譜
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、『
日
本
書
紀
』
よ
り
も
後
出
の
書
物
で
あ
る
こ
と
に
違

い
は
な
い
。
事
実
、
日
葉
酢
媛
の
喪
葬
の
後
日
譚
の
形
を
と
っ
て
お
り
、

『
日
本
書
紀
』
の
伝
承
を
前
提
と
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
伝
承
を
「
氏
族
志
」
の
編
纂
段
階
や
「
菅
原
本
系

帳
」
の
作
成
段
階
で
新
た
に
創
作
す
る
必
要
性
は
低
い
だ
ろ
う
。
垂
仁
の

喪
葬
に
ま
つ
わ
る
伝
承
の
成
立
時
期
に
関
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、
皇
太

子
（
景
行
）
の
詔
に
よ
っ
て
野
見
宿
禰
が
陵
戸
に
充
て
ら
れ
た
と
す
る
記

述
で
あ
る
。
陵
戸
は
養
老
令
に
お
い
て
賤
民
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た（

（2
（

。

そ
れ
に
対
し
て
野
見
宿
禰
が
陵
戸
に
充
て
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
か
ら
は
、

陵
戸
を
賤
視
す
る
意
識
が
う
か
が
わ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
野
見
宿

禰
が
垂
仁
の
喪
葬
に
従
事
し
、
陵
戸
に
充
て
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
の
骨
子

は
、
少
な
く
と
も
陵
戸
が
賤
民
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
養
老
令
の
成
立

よ
り
も
遡
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
に

は
狭
狭
城
山
君
韓
帒
宿
禰
が
贖
罪
と
し
て
陵
戸
と
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
が

あ
り（

（2
（

、
陵
戸
と
な
る
こ
と
が
消
極
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を

考
慮
す
る
と
、
野
見
宿
禰
が
陵
戸
に
充
て
ら
れ
た
と
す
る
伝
承
は
、『
日

本
書
紀
』
の
成
立
よ
り
も
遡
っ
て
土
師
氏
の
「
家
記
」
に
あ
っ
た
可
能
性

が
高
い
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
垂
仁
の
喪
葬
を
め
ぐ
る
伝
承
は
も
と
も
と
、
土
師
氏

が
「
天
皇
の
喪
葬
を
つ
か
さ
ど
る
縁
」
を
説
く
筋
立
て
と
な
っ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
『
日
本
書
紀
』
の
「
埴
輪
の
伝
承
」
で
は
、
皇
后

の
喪
葬
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
野
見
宿
禰
は
「
君
王
の
陵
墓
」
に
生

き
た
人
を
埋
め
る
の
は
良
く
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
野
見

宿
禰
の
発
言
が
本
来
、
天
皇
の
喪
葬
に
お
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と

の
名
残
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
皇
后
の
喪
葬
を
め
ぐ
る
説
話
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
天
皇
の
喪
葬
を
つ
か
さ
ど
る
縁
」
を
説

い
て
い
る
と
い
う
不
整
合
も
、
こ
の
話
が
も
と
も
と
天
皇
の
喪
葬
の
場
を

舞
台
と
し
た
説
話
だ
っ
た
と
考
え
れ
ば
合
点
が
い
く
。
こ
こ
で
詳
述
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
天
皇
の
喪
葬
に
よ
っ
て
土
師
氏
の
奉
事
根
源
を
説

く
伝
承
は
『
日
本
書
紀
』
へ
の
採
録
が
認
め
ら
れ
ず
、
物
語
の
場
面
を
皇

后
の
喪
葬
に
組
み
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
採
録
が
認
め
ら
れ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
垂
仁
の
喪
葬
に
ま
つ
わ
る
伝
承
は
本
来
、

土
師
氏
の
奉
事
根
源
を
説
く
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
『
菅
家
御
伝
記
』
の
典
拠
と
な
っ
た
「
氏
族
志
抄
」
あ
る
い
は
「
菅
原
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本
系
帳
」
に
お
け
る
文
脈
は
不
明
で
あ
る
。

　

以
上
、『
菅
家
御
伝
記
』
に
引
用
さ
れ
た
野
見
宿
禰
伝
承
に
つ
い
て
、

典
拠
と
な
っ
た
書
物
と
の
関
係
を
考
え
て
き
た
。
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き

た
い
の
は
、
陳
経
が
『
菅
家
御
伝
記
』
に
こ
れ
ら
の
伝
承
を
採
録
し
た
意

図
で
あ
る
。『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
に
は
、
道
真
の
先
祖
の
事
績
が
他

に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
居
住
地
や
姓
の
変
化
に
ま
つ
わ
る
も

の
ば
か
り
で
あ
る
。
陳
経
は
、
先
祖
の
居
住
地
や
姓
の
変
化
を
示
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
道
真
の
出
自
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

野
見
宿
禰
伝
承
も
、
そ
の
一
環
と
し
て
採
録
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
相
撲
の
伝
承
」
や
「
埴
輪
の
伝
承
」
は
、
野
見
宿
禰
が

出
雲
か
ら
垂
仁
の
も
と
に
や
っ
て
来
て
留
ま
っ
た
事
情
や
、
野
見
宿
禰
が

本
氏
を
改
め
て
土
部
臣
と
い
っ
た
事
情
を
示
す
た
め
に
採
録
さ
れ
た
の
で

あ
る
。「
埴
輪
の
伝
承
」
が
『
続
日
本
紀
』
や
『
類
聚
三
代
格
』
に
も
み

ら
れ
る
な
か
、『
菅
家
御
伝
記
』
が
主
に
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
を
引
用

し
て
い
る
の
も
、
そ
こ
に
土
部
臣
と
い
う
姓
に
な
っ
た
事
情
が
書
か
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
『
菅
家
御
伝
記
』
に
よ
る
と
、
菅
原
姓
は
「
地

名
」（『
続
日
本
紀
』
で
は
「
居
地
名
」）
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
垂

仁
の
喪
葬
に
ま
つ
わ
る
伝
承
に
つ
い
て
も
、
菅
原
姓
の
由
来
と
な
る
菅
原

伏
見
邑
に
道
真
の
先
祖
が
移
住
し
た
事
情
を
示
す
た
め
に
採
録
さ
れ
た
と

い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
菅
家
御
伝
記
』が
野
見
宿
禰
伝
承
を
採
録
し
た
目
的
は
、

先
祖
の
移
住
や
改
姓
の
事
情
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
道
真
の
出
自
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
野
見
宿
禰
伝
承
は
、

六
～
七
世
紀
お
よ
び
『
日
本
書
紀
』
編
纂
段
階
に
お
け
る
土
師
氏
の
政
治

的
主
張
が
込
め
ら
れ
て
い
た
が
、
陳
経
の
関
心
は
そ
こ
に
は
な
く
、
原
典

に
込
め
ら
れ
て
い
た
政
治
的
意
図
は
捨
象
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。

（
２
）『
江
談
抄
』
に
み
え
る
「
埴
輪
の
伝
承
」

　
『
菅
家
御
伝
記
』
を
編
纂
し
た
菅
原
陳
経
と
同
じ
時
代
、
大
江
氏
で
は

匡
房
が
活
躍
し
た
。
匡
房
は
後
三
条
・
白
河
・
堀
川
の
侍
読
を
務
め
た
文

人
官
僚
で
あ
り
、『
江
家
次
第
』
や
『
江
記
』
を
は
じ
め
多
く
の
著
作
を

遺
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
注
目
し
た
い
の
が
、
晩
年
に

お
け
る
匡
房
の
言
談
を
藤
原
実
兼
が
筆
録
し
た
『
江
談
抄
』
で
あ
る
。『
江

談
抄
』
に
は
一
部
、
匡
房
没
後
の
内
容
も
み
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
匡

房
が
没
し
た
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
頃
ま
で
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
て

い
る
。
興
味
深
い
の
は
、『
江
談
抄
』
に
収
め
ら
れ
た
匡
房
の
言
談
に
、「
埴

輪
の
伝
承
」
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

【
史
料
７
】『
江
談
抄
』
第
三
―
六（

（2
（

　

菅
家
、
本
土
師
氏
也
。
子
孫
雖
レ

多
官
位
不
レ

至
事

被
レ

語
云
、
菅
家
人
〈
ハ
〉
子
孫
多
〈
シ
テ
〉
官
位
不
レ

至
。
有
二

其
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故
一

。
菅
家
本
姓
者
土
師
氏
也
。
河
内
国
土
師
寺
是
其
先
祖
氏
寺
也
。

而
帝
王
、葬
二

斂
陵
墓
一

、必
以
レ

人
令
レ

埋
事〈
ア
リ
〉。漢
土
之
法
也
。

我
朝
又
以
可
レ

然
也
。
而
件
土
師
氏
以
二

土
人
一

替
之
。
見
二

格
文
一

。

仍
為
二

万
民
一

雖
レ

施
二

其
生
恩
一

、
奉
二

為
国
家
一

不
忠
。
仍
人
多
官
少

也
〈
云
々
〉。
又
被
レ

命
云
、
高
名
秘
事
者
尚
侍
也
。

　

言
談
の
内
容
は「
菅
家
の
人
は
子
孫
が
多
い
も
の
の
官
位
が
至
ら
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
先
祖
で
あ
る
土
師
氏
が
土
人
（
埴
輪
）
を
も
っ
て
殉
死
に

替
え
、
そ
れ
が
国
家
の
た
め
に
は
不
忠
で
あ
っ
た
か
ら
だ
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
野
見
宿
禰
の
名
こ
そ
登
場
し
な
い
が
、『
日
本
書
紀
』

に
掲
載
さ
れ
た「
埴
輪
の
伝
承
」を
前
提
と
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

た
だ
し
、「
格
文
に
見
ゆ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
直
接
的
に
は
『
類

聚
三
代
格
』
所
載
の
太
政
官
符
（
前
掲
史
料
５
）
に
み
え
る
説
話
が
念
頭

に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

大
江
氏
は
、
延
暦
九
年
に
「
毛
受
腹
」
の
土
師
氏
が
大
枝
朝
臣
を
賜
姓

さ
れ
、
さ
ら
に
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
に
音
人
ら
が
姓
の
用
字
を
「
大
江
」

に
改
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
氏
族
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、

土
師
氏
の
事
績
を
と
り
あ
げ
た
匡
房
の
言
談
は
、
自
氏
の
先
祖
に
ま
つ
わ

る
言
説
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
匡
房
は
自
氏
の
先
祖
と
し
て

で
は
な
く
、
他
氏
に
あ
た
る
菅
家
の
先
祖
の
こ
と
と
し
て
土
師
氏
の
事
績

を
語
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
こ
れ
ま
で
と
り
あ
げ
て
き
た
野
見
宿
禰
に

ま
つ
わ
る
言
説
と
大
き
く
異
な
る
。

　

こ
の
言
談
に
よ
る
と
、
帝
王
は
陵
墓
に
葬
斂
す
る
際
に
人
を
埋
め
さ
せ

て
い
た
が
、
土
師
氏
は
「
土
人
」
つ
ま
り
埴
輪
を
も
っ
て
そ
れ
に
替
え
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
万
民
に
生
恩
を
施
し
た
が
、
国
家
の
た
め
に
は
不
忠
で

あ
っ
た
と
い
う
。直
接
の
前
提
と
な
っ
た
延
暦
十
六
年
太
政
官
論
奏
で
は
、

殉
死
を
停
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
後
世
に
遺
愛
を
垂
れ
た
こ
と
が
野
見
宿
禰

の
功
績
と
し
て
強
調
さ
れ
て
お
り
、
匡
房
も
「
万
民
の
た
め
に
そ
の
生
恩

を
施
す
」
と
し
て
、
そ
う
し
た
評
価
を
継
承
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
匡
房
は
な
ぜ
土
師
氏
の
行
為
を
「
国
家
の
奉
為
に
は
不
忠
」
と

評
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
江
談
抄
』
に
は
、
土
師
氏
の
行
為
に
対
す
る
評
価
と
は
反
対
に
、
国

家
の
奉
為
に
忠
と
す
る
例
が
い
く
つ
か
あ
る
。
第
一
は
、
中
原
師
任
が
大

外
記
の
間
、
外
記
の
日
次
の
日
記
を
皆
書
き
取
り
、
絶
え
失
せ
な
い
よ
う

に
し
た
こ
と
で
あ
る
（
第
二
―
一
六
）。
第
二
は
、
大
江
音
人
が
検
非
違

使
別
当
で
あ
っ
た
時
、
長
岡
京
に
あ
っ
て
荒
れ
果
て
て
い
た
獄
舎
を
平
安

京
に
移
築
し
、
逃
げ
る
刑
者
を
な
く
し
た
こ
と
で
あ
る
（
第
二
―

一
七
）。
ま
た
、
こ
の
言
談
で
は
、
匡
房
が
靭
負
佐
（
左
衛
門
権
佐
）
だ
っ

た
時
、
音
人
の
や
り
方
に
追
従
し
よ
う
と
し
て
夜
間
の
通
行
を
厳
し
く
し

た
こ
と
に
つ
い
て
も
「
国
家
の
奉
為
に
忠
を
致
す
た
め
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
言
談
で
は
、
外
記
や
検
非
違
使
別
当
、
靭
負
佐
な
ど
、
臣
下
と
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し
て
の
務
め
を
全
う
す
る
こ
と
が
国
家
の
奉
為
に
忠
と
す
る
点
で
共
通
し

て
い
る
。

　

翻
っ
て
、
土
師
氏
の
事
績
を
取
り
上
げ
た
言
談
を
み
る
と
、
陵
墓
に
人

を
埋
め
る
こ
と
は
漢
土
の
法
で
あ
り
、我
が
朝
も
し
か
る
べ
き
だ
と
い
う
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
土
人
」
を
も
っ
て
殉
死
に
か
え
た
こ
と
が
「
国

家
の
奉
為
に
は
不
忠
」
だ
と
匡
房
は
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

は
、
法
に
し
た
が
っ
て
殉
死
を
遂
行
す
る
こ
と
が
臣
下
と
し
て
の
務
め
で

あ
る
と
の
考
え
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
延
暦
十
六
年
太
政
官
論
奏

に
お
い
て
は
「
献
策
」
が
野
見
宿
禰
の
功
績
と
し
て
強
調
さ
れ
た
が
、
そ

れ
に
対
す
る
匡
房
の
評
価
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
儒
教

的
な
思
想
に
も
と
づ
く
評
価
と
い
う
点
で
は
一
致
す
る
も
の
の
、
子
孫
へ

の
「
愛
」
を
重
視
す
る
延
暦
十
六
年
太
政
官
論
奏
と
、
国
家
へ
の
「
忠
」

を
絶
対
視
す
る
匡
房
の
言
談
で
は
立
場
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
延
暦
十
六

年
太
政
官
論
奏
の
儒
教
思
想
が
『
春
秋
公
羊
伝
』
に
大
き
く
依
拠
し
て
い

た
の
に
対
し
、
匡
房
の
儒
教
思
想
は
別
の
と
こ
ろ
に
背
景
が
あ
っ
た
と
み

ら
れ
る（

（2
（

。

　

な
お
、『
江
談
抄
』
の
言
談
で
は
、
国
家
の
奉
為
に
忠
を
致
し
た
結
果

と
し
て
、
師
任
の
場
合
は
子
孫
が
た
え
ず
繁
昌
し
た
こ
と
、
音
人
の
場
合

は
子
孫
に
あ
た
る
匡
房
が
帝
王
に
仕
え
納
言
に
至
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
、
子
孫
の
出
世
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
土
師
氏
に
よ
る
国

家
へ
の
不
忠
に
よ
っ
て
菅
家
の
子
孫
の
官
位
が
至
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
と

は
対
照
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
匡
房
は
、「
土
人
」
を
も
っ
て
殉
死
に
替
え
た
と
い
う
土
師

氏
の
事
績
に
つ
い
て
、
菅
家
の
先
祖
の
こ
と
と
し
て
語
っ
て
お
り
、
あ
た

か
も
大
江
氏
と
は
無
関
係
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
江
氏
は
先
述
の

よ
う
に
土
師
氏
の
後
裔
氏
族
で
あ
っ
た
。し
た
が
っ
て
匡
房
の
論
理
で
は
、

土
師
氏
に
よ
る
国
家
へ
の
不
忠
は
大
江
氏
に
も
影
響
す
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。こ
の
点
は
、い
か
に
整
合
性
が
図
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
確
認
し
た
い
の
は
、
匡
房
に
よ
る
先
祖
、
特
に
音
人
に
対
す
る

認
識
で
あ
る
。
匡
房
は
、
音
人
を
大
江
氏
の
「
始
祖
」
と
認
識
し
て
い
た

（『
江
談
抄
』
第
二
―
一
七
）。
注
目
す
べ
き
は
、
匡
房
が
音
人
を
阿
保
親

王
の
子
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
匡
房
に
よ
っ
て
著
さ
れ

た
『
続
本
朝
往
生
伝
』（
五
）
に
は
、「
参
議
左
衛
門
督
大
江
音
人
卿
は
、

大
同
の
後
の
阿
保
親
王
の
子
な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
匡

房
は
、
阿
保
親
王
の
子
で
あ
る
音
人
を
大
江
氏
の
「
始
祖
」
と
認
識
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
姓
の
用
字
を
大
枝
か
ら
大
江
に
改
め
た
際
の
音
人
ら

の
上
表（

（2
（

で
は
、「
去
延
暦
九
年
十
二
月
書
」
を
引
用
し
て
土
師
氏
が
大
枝

朝
臣
に
改
め
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
音
人
の
薨
伝（

（2
（

に
は
「
備
中
権
介
本

主
の
長
子
」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
す
る
と
、
音
人
を
阿
保
親
王
の

子
と
す
る
の
は
事
実
で
な
い
可
能
性
が
高
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
重
要
な
の
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は
、
匡
房
が
「
始
祖
」
音
人
を
阿
保
親
王
の
子
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
で

あ
る
（
そ
れ
が
匡
房
の
真
意
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
）。
こ
う
し
た
先
祖

に
対
す
る
認
識
は
、
土
師
氏
の
事
績
を
菅
家
の
先
祖
の
こ
と
と
し
て
位
置

づ
け
る
言
説
と
一
体
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
音
人
を
「
始
祖
」
と
す
る
大
江
氏
の
認
識
は
、
匡
房
に
始
ま
っ

た
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
大
江
匡
衡
の
詩
文
集
で
あ
る
『
江
吏
部
集
』

（
中
）
に
は
、
菅
江
両
家
の
「
始
祖
」
が
そ
れ
ぞ
れ
文
章
院
の
東
曹
・
西

曹
を
建
立
し
た
と
の
認
識
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
が
事
実
か
ど
う
か
は

別
と
し
て
、
匡
衡
は
文
章
院
の
東
西
両
曹
を
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
清

公
と
音
人
を
、
菅
家
・
江
家
そ
れ
ぞ
れ
の
「
始
祖
」
と
認
識
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
音
人
を
阿
保
親
王
の
子
と
す
る
匡
房
の
認
識
は
、
音
人
を
「
始

祖
」
と
す
る
認
識
を
基
盤
と
し
て
出
現
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
音
人
を
阿
保
親
王
の
子
と
す
る
説
に
つ
い
て
は
、「
文
章
道
」

あ
る
い
は
儒
者
の
世
界
で
江
家
が
藤
氏
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
あ
る
危
機
感
の

な
か
、
匡
房
に
よ
っ
て
新
し
く
創
作
さ
れ
た
「
神
話
」
で
あ
る
と
の
指
摘

が
あ
る（

（2
（

。土
師
氏
の
事
績
を
菅
家
の
先
祖
の
こ
と
と
し
て
位
置
づ
け
る『
江

談
抄
』
の
言
談
が
、
音
人
を
阿
保
親
王
の
子
と
す
る
認
識
と
対
応
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
両
者
に
は
共
通
の
背
景
が
想
定
で
き
る

だ
ろ
う
。
菅
家
の
子
孫
の
官
位
が
至
ら
な
い
理
由
を
土
師
氏
の
事
績
か
ら

説
明
す
る
匡
房
の
言
談
も
、
十
二
世
紀
初
頭
に
お
け
る
大
江
氏
の
政
治
的

立
場
に
も
と
づ
く
、
野
見
宿
禰
伝
承
の
再
解
釈
だ
と
い
え
る
。

　

以
上
、
十
二
世
紀
初
頭
に
編
纂
さ
れ
た
『
菅
家
御
伝
記
』
に
み
え
る
野

見
宿
禰
伝
承
と
、
同
時
代
に
お
け
る
匡
房
の
言
談
を
筆
録
し
た
『
江
談
抄
』

に
み
え
る
「
埴
輪
の
伝
承
」
を
と
り
あ
げ
検
討
し
て
き
た
。
両
者
は
い
ず

れ
も
十
二
世
紀
初
頭
に
お
け
る
土
師
氏
後
裔
氏
族
に
よ
る
認
識
の
一
端
を

示
し
て
い
る
が
、
野
見
宿
禰
を
重
要
な
祖
と
し
て
系
譜
上
に
位
置
づ
け
る

『
菅
家
御
伝
記
』
と
、
菅
家
の
子
孫
の
官
位
が
至
ら
な
い
理
由
を
「
埴
輪

の
伝
承
」
に
よ
っ
て
説
明
す
る
『
江
談
抄
』
の
言
談
は
対
照
的
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
論
じ
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①�

『
日
本
書
紀
』
に
収
め
ら
れ
た
二
つ
の
野
見
宿
禰
伝
承
は
、
六
～
七
世

紀
に
お
け
る
土
師
氏
の
政
治
的
主
張
と
、
令
制
下
に
お
い
て
「
天
皇
の

喪
葬
」
を
担
う
氏
族
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
い
と
い
う
『
日
本
書

紀
』
編
纂
段
階
に
お
け
る
土
師
氏
の
政
治
的
主
張
が
込
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。

②�
八
世
紀
後
半
、
土
師
氏
が
菅
原
や
秋
篠
へ
の
改
姓
を
請
願
し
た
際
の
奏

言
や
、
土
師
氏
の
み
が
凶
儀
に
預
か
る
こ
と
の
停
止
を
求
め
た
延
暦

十
六
年
太
政
官
論
奏
で
は
、
儒
教
的
な
思
想
に
も
と
づ
い
て
「
埴
輪
の
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伝
承
」
が
再
解
釈
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
に
お
い
て
野
見
宿
禰
の
功
績
は
、

儒
教
の
思
想
が
介
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
土
師
氏
の
要
請
が
認
め
ら
れ

る
べ
き
正
当
性
の
根
拠
と
な
っ
た
。
ま
た
、
菅
原
へ
の
改
姓
を
求
め
た

古
人
ら
の
奏
言
で
は
、
桓
武
の
侍
読
を
務
め
た
古
人
や
、
儒
者
と
し
て

王
権
を
支
え
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
菅
原
氏
（
古
人
の
子
孫
）
の
あ
る

べ
き
姿
が
野
見
宿
禰
像
に
投
影
さ
れ
て
い
た
。

③�

十
二
世
紀
初
頭
に
菅
原
陳
経
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
菅
家
御
伝
記
』

は
、
主
に
『
日
本
書
紀
』
を
引
用
し
て
野
見
宿
禰
の
事
績
を
記
し
て
い

る
。
し
か
し
、『
菅
家
御
伝
記
』
は
道
真
の
先
祖
が
居
地
や
姓
を
改
め

た
事
情
に
関
心
が
あ
り
、『
日
本
書
紀
』
の
伝
承
に
込
め
ら
れ
て
い
た

土
師
氏
の
政
治
的
主
張
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
野
見
宿
禰
が
垂

仁
の
喪
葬
を
つ
か
さ
ど
っ
た
と
す
る
伝
承
の
骨
子
は
、『
日
本
書
紀
』

の
成
立
よ
り
も
遡
っ
て
土
師
氏
の「
家
記
」に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

④�

『
江
談
抄
』
の
言
談
に
お
い
て
大
江
匡
房
は
、
菅
家
の
子
孫
の
官
位
が

至
ら
な
い
理
由
に
つ
い
て
、「
土
人
」（
埴
輪
）
を
も
っ
て
殉
死
に
替
え

た
土
師
氏
の
行
為
が
国
家
へ
の
不
忠
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
す
る
。
こ
の

よ
う
に
土
師
氏
の
事
績
を
菅
家
の
先
祖
の
こ
と
と
す
る
言
説
は
、
大
江

氏
の
「
始
祖
」
で
あ
る
音
人
を
阿
保
親
王
の
子
と
す
る
認
識
と
一
体
の

も
の
で
あ
り
、
儒
者
の
世
界
で
大
江
氏
が
他
家
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
あ
る

危
機
感
が
背
景
に
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
段
階
と
は
政
治
的
立
場
が
変

化
す
る
な
か
、
土
師
氏
や
そ
の
後
裔
氏
族
が
そ
の
時
々
の
目
的
に
応
じ
た

形
で
野
見
宿
禰
伝
承
を
再
解
釈
し
、利
用
し
た
様
相
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

『
日
本
書
紀
』
の
も
つ
影
響
力
の
大
き
さ
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

な
お
、『
日
本
書
紀
』
の
氏
族
伝
承
に
対
す
る
向
き
合
い
方
は
、
氏
族

や
時
期
に
よ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
ろ
う
。
土
師
氏
や
そ
の
後
裔
氏
族
に

よ
る
野
見
宿
禰
伝
承
の
再
解
釈
は
、
そ
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

註（1
）
坂
本
太
郎
「
纂
記
と
日
本
書
紀
」（『
古
事
記
と
日
本
書
紀　

坂
本
太
郎
著
作
集
第

二
巻
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
、
初
出
は
一
九
四
六
年
）。

（
2
）
吉
田
一
彦
『『
日
本
書
紀
』
の
呪
縛
』（
集
英
社
新
書
、
二
〇
一
六
年
）。

（
3
）
溝
口
優
樹
「
土
師
氏
の
系
譜
と
伝
承
―
野
見
宿
禰
を
中
心
に
―
」（
篠
川
賢
編
『
日

本
古
代
の
氏
と
系
譜
』
所
収
、
雄
山
閣
、
二
〇
一
九
年
）。

（
4
）
以
下
、『
日
本
書
紀
』
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
る
。

（
5
）
塚
口
義
信
「
天
皇
陵
の
伝
承
と
大
王
墓
と
土
師
氏
」（『
考
古
学
論
集　

下
巻
』
所

収
、
網
干
善
教
先
生
古
稀
記
念
会
、
一
九
九
八
年
）。

（
6
）『
日
本
書
紀
』
白
雉
五
年
（
六
五
四
）
十
月
壬
子
（
十
日
）
条
。

（
7
）
前
川
明
久
「
土
師
氏
伝
承
の
一
考
察
―
野
見
宿
禰
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
歴
史
』

三
六
四
、一
九
七
八
年
）。
辰
巳
和
弘
「
埴
輪
の
起
原
説
話
」（
斎
藤
忠
・
坂
詰
秀

一
編
『
季
刊
考
古
学　

別
冊
4　

考
古
学
か
ら
古
典
を
読
む
』
所
収
、
雄
山
閣
、
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一
九
九
三
年
）。

（
8
）
以
下
、『
続
日
本
紀
』
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
9
）
直
木
孝
次
郎
「
土
師
氏
の
研
究
―
古
代
的
氏
族
と
律
令
制
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
日
本
古
代
の
氏
族
と
天
皇
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
、
初
出

は
一
九
六
〇
年
）。

（
10
）
溝
口
優
樹
「
土
師
氏
の
改
姓
と
菅
原
・
秋
篠
・
大
枝
氏
の
成
立
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

二
七
〇
、二
〇
一
八
年
）。

（
11
）
寺
川
眞
知
夫
「
野
見
宿
禰
の
埴
輪
創
出
伝
承
」（『
万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
』
七
、

二
〇
〇
九
年
）。

（
12
）『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
（
八
四
二
）
十
月
丁
丑
（
十
七
日
）
条
。

（
13
）
久
禮
旦
雄
「
桓
武
朝
の
祭
祀
と
歴
史
―
『
続
日
本
紀
』
祭
祀
関
係
記
事
の
解
釈
の

試
み
―
」（
続
日
本
紀
研
究
会
編
『
続
日
本
紀
と
古
代
社
会
』
所
収
、
塙
書
房
、

二
〇
一
四
年
）。

（
14
）
長
谷
部
将
司
「
地
方
出
身
氏
族
と
祖
先
伝
承
」（『
日
本
古
代
の
地
方
出
身
氏
族
』

所
収
、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
15
）『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
十
二
月
甲
申
（
二
十
三
日
）
条
。

（
16
）
溝
口
前
掲
註
（
10
）
論
文
。 

（
17
）『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』（
吉
川
弘
文
館
）。

（
18
）『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
十
二
月
甲
申
条
に
は
、「
故
遠
江
介
従
五
位
下
菅
原
宿
禰

古
人
」
と
み
え
る
。

（
19
）
延
暦
十
六
年
太
政
官
論
奏
が
引
用
し
て
い
る
『
春
秋
公
羊
伝
』
に
も
、
臣
た
る
者

「
道
を
以
っ
て
君
に
事
え
る
」
べ
し
と
の
主
張
が
み
ら
れ
る
（
日
原
利
国
『
春
秋

公
羊
伝
の
研
究
』〈
創
文
社
、
一
九
七
八
年
〉）。
延
暦
十
六
年
太
政
官
論
奏
が
野

見
宿
禰
の
功
績
と
し
て
「
献
策
」
を
強
調
し
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
『
春
秋
公

羊
伝
』
の
主
張
と
も
通
じ
る
。

（
20
）
溝
口
優
樹
「『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
の
編
纂
」（『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
紀
要
』
六
〇
、二
〇
二
〇
年
）。『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
の
記
述
と
そ
の
出
典

と
な
っ
た
記
事
の
間
に
お
け
る
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
こ
の
論
文
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
21
）『
神
道
大
系　

神
社
編
十
一　

北
野
』（
神
道
大
系
編
纂
会
）。

（
22
）
田
中
卓
「
日
本
紀
弘
仁
講
書
と
新
撰
姓
氏
録
の
撰
述
―
平
安
時
代
初
期
の
歴
史
精

神
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
」（『
田
中
卓
著
作
集
9　

新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』所
収
、

国
書
刊
行
会
、
一
九
九
六
年
、
初
出
は
一
九
五
〇
年
）。

（
23
）
関
晃
「
古
代
日
本
の
身
分
と
階
級
」（『
関
晃
著
作
集　

第
四
巻　

日
本
古
代
の
国

家
と
社
会
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
、
初
出
は
一
九
六
三
年
）、
神

野
清
一
『
律
令
国
家
と
賤
民
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
。

（
24
）『
日
本
書
紀
』
顕
宗
元
年
五
月
条
。

（
25
）『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）。

（
26
）『
春
秋
穀
梁
伝
』
は
公
的
秩
序
優
先
の
思
想
が
貫
か
れ
て
お
り
、
私
的
な
「
仁
愛
」

よ
り
も
公
的
な
「
道
義
」
を
重
視
す
る
（
野
閒
文
史
『
春
秋
学
―
公
羊
伝
と
穀
梁

伝
』〈
研
文
出
版
、
二
〇
〇
一
年
〉）。
土
師
氏
の
行
為
を
「
国
家
の
奉
為
に
は
不
忠
」

と
す
る
匡
房
の
思
想
は
、『
春
秋
公
羊
伝
』
よ
り
も
『
春
秋
穀
梁
伝
』
に
親
和
性

が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

（
27
）『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
八
年
十
月
十
五
日
丙
戌
条
。

（
28
）『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
十
一
月
三
日
庚
子
条
。

（
29
）
今
井
源
衛
「
大
江
音
人
阿
保
親
王
子
息
説
を
め
ぐ
っ
て
」（『
王
朝
の
物
語
と
漢
詩

文
』
所
収
、
笠
間
書
院
、
一
九
九
〇
年
、
初
出
は
一
九
八
六
年
）。


